







































































































































4 4 4 4
が妨げになっていた。私は私の概
念記法に〔そうした障害の〕除去策を求めた。こうして私は数学から論理


























新市街には、新市庁舎やオフィスビルや学校がある。学校では「0, 1, 2, 
3. . . 」の算用数字や +, x, =, <, ∫ 等の算術記号による四則計算や、物理の勉
強で加速度の微積分計算をしたり、水の電気分解実験の結果を、化学記号
を交えて「2H2O = O2 + 2H2」と報告したり
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で綜合的判断

































































2) 「すべて〔誰でも〕」を ‘All’の頭文字を上下転倒して ‘
A
’と、「ある〔誰か〕」を
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としての科学革命）との間に絶えず
「本質的緊張
























































































4 4 4 4
が妨げになっていた。私は私の概念記法に［そうした障害の］除
去対策を求めた。こうして私は数学から論理学に
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ことに、懸
からざるをえなかった。この要求をきわめて厳格に満たすには言語の不十
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思われる判断
を、純粋な思考





























とする順序数 1, 2, 3, . . .は、「直続関係／大小関係」
によって、1 < 2 < 3 < . . .という半順序を構成するのである。
4) この「系列の一般理論」を、フレーゲの最初の算術体系の基礎として、私
は「概念記法















1 < 2 < 3 < ……
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、対応させ
4 4 4 4
、写像する
































及び文の代理をする変項記号p, q. . . や述語の代理をするFx, Gy, . . . , Rxy, 
Hxyz. . . のみで十分なのである（フレーゲの元来の表記とは替えてある）。
ところで、「概念」や「関係」とは何か？　フレーゲは、概念や関係



































例 .  真（c*）「どの数にもそれより大きい数〔x<y〕がある」（i.e. 
A







あり〔Pxz〕、かつ zはyの親である〔Pzy〕ような zが存在する〔 Ez(Pxz 
& Pzy)〕」、つまり、以下のように表記される。
（a*）Mx & Ez(Pxz & Pzy).〔下図［1］〕
［1］ ［2］
Pxz Ez Pzy Paz Ez Pzc
・ ・ ・ ・ ・ ・
x z y a z c
Mx Ma
（b）「アブラハム aはヤコブ cの祖父である」は、「aは男性〔Ma〕で、
かつ aがある zの親であり、かつ zは cの親であるような zが存在する 
〔 Ez(Paz & Pzc)〕」、つまり
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ないような数学者たちは、本書が当然受けるべき尊敬を払わないであろ
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において問わなければならない」
との、いわゆる「文脈原理
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という問いに、
基数概念の一層単純な概念による定義が可能
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である。ある判断の真理性が、一般的論理法
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すれば「アプリオ





























（HP）概念F,Gの各個数N(F)〔The number of F〕とN(G)〔The number 
of G〕が同一なのは、F,Gが一対一対応するときである。
 i.e. N(F)=N(G) ↔ 1-1COR(F,G)
さらにフレーゲは、0を〈自分自身と同一でない（ξ≠ξ）〉という概念に
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（調査の要／不要、科学研究での実証や数学
的証明の要／不要）を意味論的
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4 4 4 4 4
context of utterance or useという広義
の脈絡を、考慮にいれなければならない。
しかしながら、フレーゲによれば、使用の脈絡についての知見
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ためには、ひとはその文がいつ発話されたかを知ら
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では思想の完全な表現ではない
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。発話に随伴する一
4 4 4 4 4 4 4 4
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定の情況についての知見
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
が思想の表現手段として、当の思想を
4 4 4 4 4
われわれが
正しく把握するのに必要なのである


























































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
は、ラウベン博士自身しか把握
4 4 4 4 4 4
しえない
4 4 4 4
のである。さてしかし、彼は他のひとびとと意思疎通したいと思
うかもしれない。ただ彼のみが把握しうる思想
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
を、彼は伝達することがで
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要旨
フレーゲは、第一に、「数とは何か」という問いに対し、自ら考案した
記号言語により、史上初の高階述語論理の公理体系化を達成し、その論理
的基礎から、数論全体を論理的に導出しようと試みた。第二に、その体系
構成の「予備学」として、日常のドイツ語をいわば「メタ言語」に用い、
当の記号言語自身の統語論についてのメタ的説明や、自らの論理的カテゴ
リー区分（対象と型つきの概念・関係）、意味論的区別（意味と意義等）
を解明し、第三に、全欧規模で数学者・論理学者・哲学者と充実した誌上
および書簡論争を行った。
以上の論理学・数学基礎論上の仕事に加え、フレーゲは意味と意義の区
別をはじめ、現代の意味論・言語哲学の原型を与えた。
